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• 歴史ある手帳型PHR

➢母子健康手帳
➢1942年に法制度化

➢お薬手帳
➢2000年から診療報酬化

➢糖尿病連携手帳
➢1977年から配布

➢
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PHRは複数の健康医療情報を統合管理するツール

融合！

✓ 運動計

✓ 体重計

✓ 血圧計

✓ 血糖測定

• 最新のセンサー技術
➢ IoT（モノのインターネット）

➢ ウエアラブルセンサー

市民・患者が家族や医療者とデータ共有（しないのも自由）
グラフ化、アラート、リマインド、データ保存

特定健診・レセプト

医療機関
（採血結果、紹介状、退院サマリーなど）



PHRの果たす役割

PHRは、単体の利用ではなくデジタルヘルス全体で効果を発揮



オンライン診療

電子カルテもオンライン診療もPHRも、「デジタルヘルス」の一部



オンライン診療

PHR

IoT

AI

オンライン診療

治療アプリ

ロボット手術

EHR

地域医療連携
ネットワーク マイナポータル

（健診・レセプト）

電子カルテ これら全体像を指して
「デジタルヘルス」

という

電子カルテもオンライン診療もPHRも、「デジタルヘルス」の一部



分散型治験システム
（DCT；Decentralized Clinical Trial）

QRコード
など

賛同 同意 割付
試験
開始

試験
終了

新倫理指針で
e-Consent
が認められた

臨床試験
窓口

・ARO
・各科臨床
・ポスター
・HP

説明
ウェビナー

Youtube
などもあり

Dynamic 
Consent
アプリDL

割り付け
システム

IWRS
(自動
割り付け)

試験薬・偽薬
測定機器配布

ワークシート
と連携したEDC

・PHR
・ePRO

ワークシート
と連携したEDC

データ
解析へ

患者日誌

・オンライン診療
・診察者・採血者派遣

医療施設側

・ワークシート（治験スケジュール）
の電子カルテ記載

場合によっては一度も実受診することなく、臨床研究を実施することが可能
（COVID-19の重症化予防薬などで求められた）

患者側

用いられるデジタルヘルス
1. QRコード
2. Webinar（Youtubeなど）
3. Dynamic Consent
4. IWRS
5. EDC
6. Worksheet
7. 電子カルテ
8. PHR
9. ePRO
10.オンライン診療システム

赤文字：患者のスマホで行うこと



これからのDXを垣間見てみましょう



DXの先駆け「エンゲージメント」の代表例

・インターネット
・スマホ
・電子商取引

顧客エンゲージメント
(アマゾン, アリババ, など)

小売り業の情報革命

楽ちん！
全部買えた！

疲れた！

欲しいものが
売り切れ（泣）



医療におけるエンゲージメント

・インターネット
・スマホ
・電子商取引

顧客エンゲージメント
(アマゾン, アリババ, など)

“患者エンゲージメント” 時代になる
欧米で2000年代から議論
WHOも2016年に発展途上国に推奨
患者市民参画、患者主体医療などと近い概念

医療版

小売り業の情報革命



いろんな「エンゲージメント」
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いろんな
エンゲージメントが
インターネットで出てく

るので
調べてみては？

• 顧客エンゲージメント

• 患者エンゲージメント

• 市民エンゲージメント

• 従業員エンゲージメント

• 組織エンゲージメント

• コミュニティ・エンゲージメント

• 学生エンゲージメント

• ステークホルダー・エンゲージメント

• ワーク・エンゲージメント

市民がスマホを持った
から必然としてエン
ゲージメントが、さらに
はDXが生じる



PHRに対する行政の動き



https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001000607.pdf



骨太の方針2022（経済財政運営と改⾰の基本方針2022）

健康・医療分野の抜粋

•オンライン資格確認を2023 年度から保険医療機関・薬局の

導入を原則として義務付けた上で、

✓全国医療情報プラットフォームの創設

✓電子カルテ情報の標準化等

✓診療報酬改定ＤＸ

の三取組を行政と関係業界が進める



マイナンバーカードを用いたオンライン資格確認の仕組みの原則義務化（2023年4
月～）

https://www.mhlw.go.jp/content/10200000/000968032.pdf
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マイナカード普及状況（2022.10末）とオンライン資格確認の義務化

https://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/kofujokyo.html

マイナちゃん

• COVID-19補助金やマイナポイント（現在
第2弾中）により急激に普及拡大

• 2021年10月マイナ保険証開始、2024年
秋に現行の保険証は廃止され、一本化

2023年度からの義務化に向けて
オンライン資格確認端末を設置している医療
機関が増えてきた

区分
人口

（R4.1.1時点）
交付枚数

人口に対する
交付枚数率

全国 125,927,902 64,384,833 51.1%

指定都市 27,484,780 14,570,913 53.0%

特別区・市
（指定都市を除く）

87,897,927 44,671,965 50.8%

町村 10,545,195 5,141,955 48.8%

○ 団体区分別

2016年：交付開始 → 2017年：9％ → 2018年：11.5％ → 2019年：13.5％ → 2020年：16.4％



データヘルス集中改⾰プランで進みつつある
EHR・PHRイメージ

（厚労省https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/000938861.pdf）

オンライン資格ネットワーク基盤
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データヘルス集中改⾰プランで進みつつある
EHR・PHRイメージ

（厚労省https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/000938861.pdf）

マイナポータル

薬剤情報、医療機関名、 診療年月
日、 手術、 放射線治療、画像診断、
病理診断、医学管理等、 処置(透
析)

PHR等

特定健診

同意前提の
閲覧

閲覧・ダウンロード

G調剤薬局 H病院

保険者data base
5年間保存？

オンライン資格確認
ネットワーク基盤

電子処方箋

処方情報調剤情報

HL7CDA base

2023年1月～

電子カルテ情報交換サービス（仮称）

FHIR 
Gateway

Bクリニック

C調剤薬局

A病院

C調剤
薬局

Bクリニッ
ク

A病院

退院サマリ
診療
情報
提供書

HL7FHIR base
3文書、6情報※
但し短期間保存？
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※3文書、6情報

①３文書
・診療情報提供書
・退院時サマリー
・健診結果報告書
---------------------
②６情報
・傷病名 ・アレルギー
・感染症 ・薬剤禁忌
・検査
（救急、生活習慣病）
・処方

マイナンバーカード

HPKIカード

顕名ベースでの2次利用
（個人へのインセンティブあり）

Dynamic Consentアプリ

匿名ベースでの2次利用
（個人へのインセンティブなし）
次世代医療基盤法含む

従来の同意取得またはDynamic Consentアプリ

データ2次利用の精緻化・活性化（将来像）







第5回健康・医療・介護情報利活用検討会 医療情報ネットワークの基盤に関するワーキンググループ（2022/11/28資料）



A 病院

D 病院

C 病院

現在

未来

過去 PHR
EMR-PHR-IoT データ交
換基盤（Open FHIR）

ポータルビューア

薬剤管理

診療情報提供書

糖尿病、高血圧、
脂質異常症、CKD

4 生活習慣病

診療ガイドラインベースのアラート、リマインド

手入力

IoTB 病院

退院サマリー

COVID-19
(Common Pass)

Dynamic Consent

脳卒中
ePRO含む

SMART on FHIR

HL7 FHIR

計12ユース
ケース予定

API連携

電子カルテ

基本的には
過去のデータの蓄積

特定健診
（マイナポータル連携）
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FHIR基盤

3文書をマイナポー

タルや厚労省標準
HL7FHIRで医療施設

とやり取り

3文書をマイナポー

タルや厚労省標準
HL7FHIRで医療施設

とやり取り

3文書をマイナポー

タルや厚労省標準
HL7FHIRで医療施設

とやり取り

3文書をマイナポー

タルや厚労省標準
HL7FHIRで医療施設

とやり取り

厚労科研中島班（2020～2022年度）で実施中の内容
「ユースケース・ベースのPHRサービスによるOpenFHIRと電子カルテの連携を目指すクラウド型医療連携プラットフォーム構築研究]



PHRに関するステークホルダー



市民/患者
/家族

医療者・医療施設
介護者・介護施設

医療情報担当者
PHR事業者

ネットワーク事業者
デジタルヘルス事業者

センサー
デバイス事業者

PHRはいくつもの顔を持ち、多くのステークホルダーがいる

保険者・自治体・企業（雇用主）

アカデミア
製薬事業者・臨床研究関連企業

中央行政（厚生労働省、経済産業省、総務省、デジタル庁、内閣府他）

PHR普及推進協議会
PHR事業者協議会（設立準備中）

・
・

PHR協会
生活習慣病9団体

・
・
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・
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・
・
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・
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PHR協会
生活習慣病9団体

・
・









➢4つの疾患
✓糖尿病
✓高血圧症
✓脂質異常症
✓ CKD

➢2種類の項目セット集
✓ コア項目セット集
✓自己管理項目セット集

（コア項目セット集のユースケース）

➢ PHR推奨設定
✓自己管理項目セット集に基づく
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９臨床団体による生活習慣病ミニマム項目セット策定活動



https://www.amed.go.jp/koubo/12/02/1202B_00010.html



https://www.amed.go.jp/koubo/
12/02/1202C_00010.html

https://www.amed.go.jp/koubo/12/02/1202C_00010.html



https://www.amed.go.jp/koubo/

SCRIPT for openForum 2022   (2022/11/30)    Quality Labelling of Digital Tools



▪それぞれの根底には日本に健康な未来を、という気持ち
▪デジタルヘルス発展の中で多様なサービスが生まれる

▪協調するためにはコミュニケーションを継続する必要がある

▪一部の間違った考え（詐欺的事業者など）に対して共に戦う

▪患者/市民主体のために協調する必要性
▪患者/市民がPC（スマホ）を持ったことがDXの原動力⇒患者主体は必然

▪ステークホルダーは患者/市民主体を念頭におかねばならないだろう



https://web.gekisaka.jp/news/photo?news_id=374255

https://www.amed.go.

jp/koubo/12/02/1202

C_00010.html

ご質問は； nakashima.naoki.351@m.kyushu-u.ac.jp まで

多くのステークホルダーがそれぞれ良いPHRを作ろうと努力しています。産学官が連携するこ
とにより、国際的にも評価される良いサービスとなることを期待します


